
協定留学近況報告書 

記 入 日 2019年 10月 28日 

留 学 先 大 学 中東工科大学 

留 学 先 で の 所 属 学 部 等 

特定の学部･研究科等に所属している（以下に学部等名を記入） 

※学部等名（日本語）：     ，（現地言語での名称）：      

特定の学部等に所属せず様々な学部等の授業を履修している。 

その他：      

留 学 期 間 2019年9月－2020年1月 

明 治 大 学 で の 所 属 国際日本学部国際日本学科     専攻 /      研究科     専攻 

学年（出発時本学での学年） 学部４年生／研究科 博士前期課程 博士後期課程     年生 

Ｉ. 出発前にどのように情報を集め、準備をしましたか。しておいて良かったこと，準備不足だったこと，ぜひ次の学

生に準備としてアドバイスしたいことを記述してください。 

準備に関しては下記４つのことを意識しました。 

（あくまで私が必要だと思ったものなので、参考までに） 

１現地でスムーズに生活するための情報収集 

２日本近代史・文化についての勉強 

３海外ドラマ視聴 

４お金の工面 

・留学先で学ぶ分野の勉強はもちろん、トルコに関する基本的知識を勉強していました。大学の図書館に通いトルコ関

係の本を読み漁りました。（政治経済や歴史、宗教など） 

・１番しておいて良かったと思うことは日本近現代史・日本文化に関する勉強です。（文学部の授業を聴講し、学部レ

ベルの知識を吸収できたのが良かったです。）クラスメイトやルームメイトと歴史や政治の議論になることも多いので、

非常に役に立ちました。トルコのことを知らなくても外国人なので許されることも多いですが、自国のことはそうはならな

いので気をつけたいところです。加えて日本だけではなく「東アジア」の政治や経済的つながりを説明する機会が多いと

感じるのでそういう視点を考慮に入れて、もう少し深めて勉強すればよかったと感じています。 

・留学が決まってからもっぱら海外ドラマを視聴していました。義務感ではなく、もはや１つの楽しみとして観ていました。

（夢にドラマの中のゾンビがでてくるくらい 笑） 

・アルバイトでお金を貯めました。 

Ⅱ-1．留学のための渡航前手続き（留学ビザ）  

ビザの種類：なし 申請先：      

ビザ取得所要日数：      ビザ取得費用：      

ビザ取得のためにどのような書類の提出が求められましたか？また，どのように手配しましたか？ 

      

具体的な申し込み手順を教えて下さい。 

      

ビザ取得の際に，留学先国大使館で面接のあった方は，どのような質問を受けましたか？ 

      

ビザ取得に関して困った点・注意点 

      

Ⅱ-2．留学のための渡航前手続き（その他の事前準備について） 

その他済ませておくべき準備があればお書き下さい（現地での現金調達準備，携帯電話購入，荷物運送など） 

顔写真を持って行くと便利かと思います。（なくても校内に写真館があるので問題ありませんが） 



 

Ⅲ．現地到着後のながれ 

1.到着時の様子 

利用航空会社 カタール航空 

航空券手配方法 skyticket などで候補を絞った後、航空会社の HP で直接手配すると色々お得です。 

大学最寄空港名 エセンボア国際空港 現地到着時刻 夜の 20 時頃 

ｷｬﾝﾊﾟｽへの移動手段 

大学手配の

出迎え 

知人の 

出迎え 

公共交通機関 

 （ バス 電車）     

タクシー  その他    

                 

移動の所要時間 カタールでのトランジット兼観光時間（11 時間半）含め計 27 時間 

空港からｷｬﾝﾊﾟｽへの移動の際の注意点，タクシー・公共交通機関で移動する際の行き方，料金等 

バスでアンカラの中心地まで行けます。（当時約 220 円）夜中に着くと心理的に不安になるので、明るいうちが良いと思いま

す。空港からアンカラの中心地クズライまではバスで。その後地下鉄で大学の最寄り駅まで（中東工科大学という駅）行き、

タクシーで寮まで行きました。総額 600 円くらいだったかと思います。（2019 年現在） 

大学到着日 9 月 10 日 21 時頃 

2.住居について 

到着後すぐに住居 

入居できましたか？ 

はい 

いいえ 

いいえを選んだ方：９月１７日から入居可能だった。 

住居のタイプ 寮       アパート        その他（     ） 

部屋の種類 一人部屋  二人部屋       その他（４人部屋） 

ルームメイト 日本人学生 他国からの留学生 その他（トルコ人の学生） 

住居を探した方法 大学の斡旋 自分で探した    その他（     ） 

住居の申込み手順 METU の指示通りに事を進める。 

住居は渡航前に，また渡航後すぐに見つかりましたか？トラブルはありましたか？ 

 中東工科大学の説明では 9 月 10 に入寮できる予定だったが、いざ着くと真っ暗で人がいなかった。寮の前で野宿してい

たが、心優しい学生に助けられ仮の寮に滞在できた。 

 事務処理関係やホストの学生の説明に食い違いが起こることもあるので、逐一確認することが大切である。 

3.留学先でのオリエンテーションについて 

ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝの有無 あった  なかった 

日程 9 月 17 日〜25 日 

参加必須ですか？ 必須   任意参加 

参加費用は？ 無料   有料（金額：     ） 

内容と様子は？ 履修登録や滞在許可証についての説明。加えてオリエンテーション期間に様々なアクティビティ

が企画されます。（ハイキングやボーリング大会、トルコの朝食を楽しむ会など） 

留学生用特別ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ あった  なかった 

授業開始日 ９月 23 日から 

Ⅳ. その他、渡航してから必要な手続きについて 

1．現地で滞在許可等の申請の必要はありますか？いつ、どこで、方法は？日数、料金は？トラブルは？ 

オリエンテーションで説明があります。年によっても違うかと思いますので、大学の説明に従うのが良いかと思います。 

2．その他現地でした手続きは？（健康診断、予防接種等）いつ、どこで、方法、日数、料金は？トラブルは？ 

特になし。 

3．現地で銀行口座を開設しましたか？手続方法、必要書類、日数、料金は？トラブルは？ 

特にしなかった。 

4．現地で携帯電話を購入しましたか？手続方法、必要書類、日数、料金は？トラブルは？ 

SIM カードのみ購入。英語は通じないので友人に協力してもらうか、心と心で会話しましょう。 



 

Ｖ. 履修科目と授業について 

1.履修登録はいつどのような形で行いましたか？ 

出発前に（     月     日頃） 

    オンラインで登録 志願書類に記入して登録 できなかった その他（     ） 

到着後に（     月     日頃） 

    オンラインで登録 国際オフィス等の仲介  できなかった その他（     ） 

登録時に留学生として優先されることは あった        なかった 

優先が「あった」方はどのように優先されましたか？ 

      

優先が「なかった」方はどのように登録しましたか？  

指示通りに登録します。 

出発前に授業を登録した方は，現地で変更・追加できましたか？また希望通りの授業が取れましたか？ 

      

 

Ⅵ. 一週間のスケジュール 授業時間、課外活動、勉強時間等、毎日の生活について記入してください。 

 月 火 水 木 金 土 日 

7:00 
                                          

8:00 
      起床 起床 起床                   

9:00 
      徘徊 授業                    

10:00 
            授業                         

11:00 
      授業 授業       （会話クラブ）             

12:00 
（会話クラブ） 授業 授業 優雅なランチ （会話クラブ）  柔道 

13:00 
（会話クラブ） 授業 授業              柔道 

14:00 
      ランチ ランチ                   柔道 

15:00 
            授業 授業                   

16:00 
      授業 授業 授業                   

17:00 
      授業 授業 授業                   

18:00 
      軽食 授業 フリスビー                   

19:00 
      柔道 孤独のグルメ                    

20:00 
      柔道       柔道                   

21:00 
      柔道       柔道                   

22:00 
      孤独のグルメ       柔道                   

23:00 
                                

24:00 
                                          



 
Ⅶ. 現在までの感想  

留学先大学、プログラムについて、授業、宿舎、生活全般についてなど、自由に書いてください。 

まだ二ヶ月ほどしか経っていないのであくまで現在までの感想を述べます。 

 

勉強面 

METUはトルコにおける東大のようなイメージと言われることがあります（特に理系）。授業は非常にレベルが高いですし、クラ

スメイトも頭がいいです。平気で３ヶ国語を操るような友人がゴロゴロいます。そんな環境で留学の動機であったエネルギー

についての勉強ができているのでとても満足しています。経済の専門用語やエネルギー市場の説明を英語で理解するのは

苦労しますが、充実しています。 

 

宿舎 

4人部屋、月5000円ほどの寮で暮らしております。（数ある住居選択の中で１番安いところ）ベッドが小さかったり、いびきがう

るさかったりとストレスも多いです。特に部屋の匂いは男臭さで満ちております。（母校の男子校を彷彿とさせます）しかしルー

ムメイトと歴史や文化の授業をし合ったり、一緒に旅行したりすることはとても刺激的です。また日本では出会う機会が少な

い国籍の人々と出会えるのはなかなかない経験だと思います。 

（exキルギスやアゼルバイジャン、アルメニア出身の方々など） 

 

食事・物価 

トルコ料理が非常に美味しいです。1日3食しか食べれないのがもったいないと感じるほどです。私の感覚ですが、日本食が

恋しくなることが少ないです。それくらいトルコ料理に満足しています。放課後、市街地に出て食べ歩くことが何にも代えがた

い楽しみの１つです。 また物価が安いところも魅力です。トルコに来て最初に感じたカルチャーショックが、１つのりんごが5リ

ラだと思っていたら1キロの値段だったことです。（野菜がとにかく安い）そのため日本でバイトを頑張れば半年間分はまかな

えます。食費寮費込みで、節約すれば一ヶ月3万ほどで生活できています。 

 

他国へのアクセス 

私にとってこれが非常に大きなポイントです。中近東や北アフリカ、ヨーロッパなど非常に近く旅費も安いので感激していま

す。またそのような地域から来ている友人たちがいるので、旅行好きな人にとっては最高の環境だと思います。 

 

総括 

正直トルコ留学の魅力を語ろうと思えば次から次へと出てくるので、この辺にしておきます。 

良い面ばかり書きましたが、もちろんネガティブなところもあります。街では英語が基本通じないですし、シリア侵攻のニュース

や街の至る所での金属探知機による荷物チェックなど政情の不安定さを感じることがあります。（誤解のないように書きます

が、安全に生活できています）人によって感じ方は異なると思うので、ご自身の目的に合わせて留学先を選ぶことをお勧めし

ます。その際にこの留学報告が１つの参考になれば幸いです。 

留学先大学を目指す学生に向けてのアドバイスをお願いします。 

数ある時間の使い方の中で、なぜ留学を選択したのか。 

考えに考え抜いた決断であればこそ、国内外問わず密度の濃い生活が送れるのはないでしょうか。可能であればいつでも

協力しますので、頑張ってください。 

 


